
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いつもお世話になります。連日のマスコミの報道に寄ると、今年はインフルエンザの当たり年だそうです。

流行のピークは、例年では１月下旬から２月初旬と、まさにこの時期です。すぐできる予防策は『手洗い・ 
ウガイ・マスク』だそうです。何事も『体』が貴重な資本ですから、この時期は特にお気をつけください。 
 

心を痛めることが多く

ても、自然に任せ、静

かに身を謹んで過ごす

事。そうすれば次第に

明るい兆となります。 

礼儀作法、マナーを重

んじて正しい姿勢を貫

く事。その姿が信用を

増し、人気運も上昇し

て更に吉となります。

自己主張を慎むと、大

吉に転じる運勢です。

相手を受け入れるやさ

しさと、思いやりの心

でお過ごし下さい。 

目上の人からの思わぬ

引き立てがあり、開運

する兆です。日頃から

目上の方へ礼を尽くす

よう心がけて下さい。 

【利子にも税金はかかります！】 

 

銀行にお金を預けると「利子」がつきます。そして、ご存知の方も

多いと思いますが、この「利子」にも「所得税」という税金がかか

ります。 

税額は２０％で、内訳は、国税１５％、地方税５％となります。

通帳には、税金が控除されたあとの金額しか印字されていないです

から、「利子」から「所得税」が引かれていることに、気付かれて

いない方もいらっしゃるようです。 

例えば、１００円の「利子」があったとしても、通帳に振り込まれ

る金額は２０％の「所得税」を引かれた残りの８０円です。２０円

の「所得税」については銀行が直接、国に納税します。 

 

このように、「利子」をもらった人から税金を徴収せずに、その手

前の段階で税金を徴収することを「源泉徴収」といいます。国とし

ても個人からではなく、銀行から集めるので、効率的に税金を徴収

することができます。 

税金の仕組みは、よく考えられて 

いますね。そして会社員の給与も、 

これと同じ「源泉徴収」という仕 

組みで徴収されています。 

みなさんも知らず知らずのうちに 

お国に税金を納めているのですね。 
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暖かグッズ『ブレスサーモ』
 

検索：ミズノ ブレスサーモ
 
ミズノが開発した“体から出る
水分を熱に変える発熱素材”の
『ブレスサーモ』。アンダーウ
エアやソックスなどがあり、着
た直後からウエア内の温度が
上昇。寒い冬の強い味方です！

「ハイレモン⇒ハイレルモン」等々。そんな中で登場したのが、東海北陸自動車道の飛

騨トンネル貫通時に採取した石（貫通石）を缶に封じ込めた「石貫徹（いしかんてつ）」

です。缶には目標も書き込めます。さらに、勉強に煮詰まったときには缶を振り回し、

気分もスッキリ！この難関突破の石があれば合格間違いなし!? かもしれません。 

 

いよいよ受験シーズン本番。昨年から験かつぎ商品が増え続け

ています。「カール⇒ウ・カール」「キットカット⇒キット勝つ」

今月の商売のヒント：【最初の正面 ～それが、会社の素顔】 
 

半年ほど前、まだ若い男性が置き薬を持って私の事務所まで飛び込み営業にやって来ました。

暑い日でした。額に汗を掻き、足元は白いスニーカーでした。おそらく新人研修です。私は 
「うちは○○薬品さんをとってるから」と言い、申し訳ないからと冷たい缶ジュースを１本 
手渡しました。先日、その男性がひょこっと現れました。彼は、半年前のことが忘れられず、

またやって来ました。どこに行っても門前払いにされたそうです。しかし、この会社の人は 
優しかった。とっても嬉しかったと言ってくれました。 

私は、経営分析や企業診断等では表れることのないその会社の「素」を知る方法をふと考えました。それは、

その会社の社員が作り笑顔で接することのない相手に訊ねれば分かります。その相手とは、宅急便の配達員

です。どんな会社にも宅急便の配達員は伺います。すると、その会社の最初の社員と目が合います。そこで

その社員が、どんな態度を取るのかがすべてです。いくら社長が立派な人でも、最初に出会った社員が無愛

想だったらどうでしょうか。きっと配達員は、悪い印象しか抱きません。どれだけ分厚い経営計画書を作っ

たところで、なんの意味もありません。私は、ちょっと前に、お昼時を狙って近くにある宅急便の営業所に

向かいました。そして、そこから出てきた優しそうな男性に声を掛けました。「どんな会社が多いのですか？」

そのようなことを私は訊ねました。すると、その男性は、雪が降っている日に 
熱い缶コーヒーを差し出してくれた人、会うたびに笑顔で「ご苦労様です」と 
声を掛けてくれる人、階段で会ったとき一緒に荷物を運んでくれた人のことを 
どれも嬉しそうな顔で話してくれました。だから、それが、その会社の本当の 
素顔だと私は思います。利益をもたらす人に笑顔を見せることなど中学生でも 
やります。まったくの利害関係ではない人に見せる態度が、本当の姿なのです。 
悪い印象は噂となって広がりますが、いい印象はいつまでもその人の心の中に 
ズッと残るものです。最初の正面が、その会社の素顔だと私は思います。 


